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２
年
ぶ
り
２
度
目
の
ア
メ
リ

カ
ン
・
リ
ー
グ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
受
賞

し
た
大
谷
翔
平
選
手
。
名
実
と

も
に
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
を
代
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表
す
る
選
手
と
な
っ
た
が
、
注
目
を

集
め
て
い
る
の
は
プ
レ
ー
だ
け
で
は

な
い
。
大
谷
選
手
は
、
実
力
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
審
判
や
ボ
ー
ル
ボ
ー

イ
へ
の
紳
士
的
な
対
応
、
丁
寧
な
フ

ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
人
柄
の
良
さ
で

も
知
ら
れ
て
い
る
▼
先
日
は
、
日
本

全
国
２
万
校
の
小
学
校
に
低
学
年
用

グ
ラ
ブ
３
個
（
右
利
き
用
２
個
、
左

利
き
用
１
個
）
ず
つ
計
６
万
個
を
寄

贈
す
る
こ
と
を
自
身
の
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
発
表
し
「
総
額
６
億
円
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
」
と
大
き
く
報
じ
ら
れ
た

▼
大
谷
選
手
は
花
巻
東
高
校
一
年
生

の
時
に
、
細
分
化
し
た
目
標
を
８
１

マ
ス
に
分
け
て
書
き
込
ん
だ
「
マ
ン

ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
」
を
作
成
。
体
づ
く

り
や
メ
ン
タ
ル
、
人
間
性
な
ど
８
つ

の
柱
を
置
き
、「
運
」
の
項
目
に
「
ゴ

ミ
拾
い
」
が
あ
る
。
今
で
も
フ
ィ
ー

ル
ド
や
ベ
ン
チ
の
そ
ば
に
落
ち
た
ゴ

ミ
を
拾
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
、
そ
の

様
子
が
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
▼
花
巻
東
高
校
の
恩
師
・

佐
々
木
洋
監
督
は
「
ゴ
ミ
は
人
が
落

と
し
た
運
。
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
で
運

を
拾
う
ん
だ
。
そ
し
て
、
自
分
自
身

に
ツ
キ
を
呼
ぶ
。
そ
う
い
う
発
想
を

し
な
さ
い
」
と
教
え
た
。「
ツ
キ
」
の

正
体
は
、
ゴ
ミ
拾
い
に
よ
っ
て
清
め

ら
れ
た
メ
ン
タ
ル
や
落
ち
て
い
る
ゴ

ミ
に
気
づ
く
心
の
余
裕･･･

。
こ
れ
が

良
い
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
大
谷
選
手
は
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
「
野
球
を
通
じ
て

元
気
に
楽
し
く
日
々
を
過
ご
し
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」「
こ
の
グ
ラ

ブ
を
使
っ
て
い
た
子
供
た
ち
と
将
来

一
緒
に
野
球
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
綴
っ
た
。「
運
」

も
手
に
入
れ
た
子
供
た
ち
が
数
年

先
、
大
谷
選
手
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
一

緒
に
な
る
日
を
見
て
み
た
い
。（
遠
） 

主催：沖縄と連帯する島根の会 
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日
本
共
産
党
の
中
国
ブ
ロ

ッ
ク
い
っ
せ
い
宣
伝
で
、
む

ら
ほ
え
り
こ
衆
院
島
根
１
区

予
定
候
補
は
１
１
月
１
７

日
、
松
江
市
で
尾
村
利
成
、

大
国
陽
介
の
両
県
議
、
舟
木

健
治
、
橘
ふ
み
両
市
議
、
岩

田
剛
東
部
地
区
委
員
長
と
と

も
に
宣
伝
し
ま
し
た
。 

む
ら
ほ
氏
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ

ザ
地
区
へ
の
大
規
模
攻
撃
に

よ
っ
て
、
罪
の
な
い
市
民
や

子
ど
も
た
ち
が
大
量
虐
殺
さ

れ
る
危
険
に
直
面
し
て
い
る

と
し
て
、
「
国
際
法
違
反
の

『
ガ
ザ
攻
撃
は
直
ち
に
中
止

を
』
の
声
を
上
げ
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

尾
村
県
議
は
、
物
価
高
騰

か
ら
暮
ら
し
を
守
る
一
番
の

特
効
薬
は
消
費
税
の
減
税
、

イ
ン
ボ
イ
ス
の
中
止
だ
と
強

調
。
社
会
保
障
が
削
減
さ
れ

れ
ば
、
家
計
の
負
担
が
増
え
、

案
に
反
対
し
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
県
議
団
以
外
の
会

派
、
議
員
が
賛
成
し
、
条
例

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

「ガザ攻撃中止」を呼びかける、むらほ氏（左から３人目）ら（松江市） 

総選挙躍進へ、党の風を吹かす川西明徳町議（奥出雲町） 

 

中
国
電
力
島
根
原
発
１
号

機
（
松
江
市
）
の
廃
炉
作
業

の
完
了
時
期
を
延
期
す
る

「
廃
止
措
置
計
画
変
更
願

い
」
に
つ
い
て
、
島
根
県
議

会
は
１
１
月
２
７
日
の
本
会

議
で
計
画
の
変
更
を
了
承
し

ま
し
た
。
自
民
党
議
員
連
盟
、

自
民
党
ネ
ク
ス
ト
島
根
、
公

明
党
県
議
団
、
民
主
県
民
ク

ラ
ブ
の
県
議
ら
が
賛
成
し
、

日
本
共
産
党
県
議
団
（
２
名
）

の
み
反
対
し
ま
し
た
。 

 
尾
村
県
議
は
討
論
で
「
自

分
が
生
み
出
す
核
廃
棄
物
の

後
始
末
が
で
き
な
い
原
発
は

完
成
し
た
技
術
と
は
言
え
な

い
。
問
題
解
決
の
道
は
原
発

ゼ
ロ
の
政
治
決
断
以
外
に
な

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

大
国
県
議
が
知
事
・議
員
の 

期
末
手
当
増
に
反
対
討
論 

日
本
共
産
党
の
大
国
陽
介

県
議
は
同
日
の
本
会
議
で
、
物

価
の
上
昇
や
燃
油
・
資
材
等
の

高
騰
、
年
金
の
実
質
的
減
額
や

医
療
費
の
負
担
増
な
ど
で
県

民
の
暮
ら
し
が
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

上
で
「
政
治
が
ま
と
も
な
対
策

を
講
じ
て
い
な
い
も
と
で
、
知

事
や
議
員
の
報
酬
を
引
き
上

げ
る
こ
と
に
県
民
の
理
解
は

得
ら
れ
な
い
」
と
強
調
し
、
特

別
職
と
議
員
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
引
き
上
げ
る
議

生
活
不
安
も
増
大
し
、
消
費

と
経
済
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
と
述
べ
、「
暮
ら
し
を

支
え
、
権
利
を
保
障
す
る
社

会
保
障
制
度
に
し
よ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

中
国
電
力
が
島
根
原
発
１

号
機
の
廃
炉
作
業
の
完
了
時

期
を
延
期
す
る
「
廃
止
措
置

計
画
変
更
願
い
」
を
島
根
県

に
提
出
（
８
月
８
日
）
し
た

こ
と
を
受
け
、
島
根
県
議
会

の
防
災
地
域
建
設
委
員
会
は

１
１
月
１
６
日
、
破
た
ん
し

た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
を

前
提
と
し
た
廃
炉
延
期
を
委

員
会
と
し
て
了
承
し
ま
し

た
。
自
民
党
議
員
連
盟
、
自

民
党
ネ
ク
ス
ト
島
根
、
民
主

県
民
ク
ラ
ブ
の
県
議
が
賛
成

し
、
日
本
共
産
党
の
尾
村
利

成
県
議
だ
け
が
反
対
し
ま
し

た
。 尾

村
県
議
（
委
員
）
は
「
廃

炉
に
は
賛
成
」
と
し
た
上
で
、

計
画
の
最
大
の
問
題
は
①
同

原
発
２
号
機
の
再
稼
働
が
前

提
②
危
険
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
２
号
機
で
燃
や
す
プ
ル
サ

ー
マ
ル
運
転
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
ー
と
強
調
。
中
電
が

六
ケ
所
再
処
理
工
場
（
青
森

県
）
に
つ
い
て
、
来
年
度
上
期

に
竣
工
す
る
と
強
弁
し
て
い

る
こ
と
に
ふ
れ
、
「
完
成
時
期

が
２
６
回
も
延
期
さ
れ
、
世
界

各
地
の
再
処
理
工
場
で
は
爆

発
事
故
が
相
次
ぎ
、
工
程
自
体

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。 

中
電
が
計
画
す
る
山
口
県

上
関
町
の
中
間
貯
蔵
施
設
建

設
に
つ
い
て
も
「
使
用
済
み
核

燃
料
の
処
理
方
法
が
な
く
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
が
破
た

ん
し
て
い
る
こ
と
を
電
力
業

界
が
認
め
た
も
の
に
ほ
か
な

ら
な
い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。 

同
変
更
願
い
を
巡
っ
て
は
、

立
地
自
治
体
の
松
江
市
、
周
辺

自
治
体
の
出
雲
市
、
安
来
市
、

雲
南
市
、
鳥
取
県
、
米
子
市
、

境
港
市
が
了
承
す
る
と
中
電

に
回
答
し
て
い
ま
し
た
。 
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１２：００ 

沖縄から考える「日本国憲法」と私たち

の責任 ～１０カ月間の滞在で学んだこと～ 
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